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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞の局在:細胞膜; 脂質アンカー; 細胞質側。細胞質、細胞骨格。分裂溝。細胞質、細胞皮質。中間体。細胞突起、ラメリポディウム。細胞突起、樹状突起。核。カルシウム処理したケラチノサイトでは細胞間接触部に局在する (類似性による)。ECT2 依存的に溝形成前に赤道領域に移動する。活性化型で、ミオシンおよびアクチン非依存的に、前期後期に赤道細胞皮質 (予定溝の位置) に局在する。...この遺伝子は、不活性な GDP 結合状態と活性な GTP 結合状態の間を循環し、シグナル伝達カスケードの分子スイッチとして機能する、低分子 GTPase の Rho ファミリーのメンバーをコードします。 Rhoタンパク質はアクチン細胞骨格の再編成を促進し、細胞の形状、接着、および運動性を制御する。この遺伝子の過剰発現は、腫瘍細胞の増殖および転移と関連している。複数の選択的スプライシングバリアントが同定されている。[RefSeq提供、2015年9月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RhoAウサギmAbを用いたNIH3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤組織の免疫組織化学分析。1、RhoAウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

